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W A G A Z E M I  D A T A

W e l c o m e  t o  O u r  S e m i n a r

い
ろ
ん
な
国
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
ふ
れ
る

そ
こ
か
ら
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
ま
す
。

世
界
中
の
生
活
や

文
化
を
通
じ
、

生
き
た
英
語
を
学
ぶ

ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
ゼ
ミ

世
界
各
国
の
暮
ら
し
や
文
化
を
教
材

に
、英
語
と
比
較
文
化
論
的
な
要
素
も

学
ぶ「
ケ
イ
ト
ン
ゼ
ミ
」。楽
し
く
明
る
い

雰
囲
気
で
す
。

「H
ello!

」。
身
長
１
８
６
セ
ン
チ
の
大

柄
な
ケ
イ
ト
ン
先
生
が
教
室
に
入
っ
て
く

る
と
、
学
生
た
ち
も
負
け
な
い
笑
顔
で

「H
ello!

」。
ケ
イ
ト
ン
ゼ
ミ
の
授
業
は
、

そ
ん
な
明
る
い
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

黒
板
に
向
か
っ
て
、
机
は
コ
の
字
に
並

べ
る
ス
タ
イ
ル
。
２
〜
３
人
ず
つ
の
学
生

の
も
と
を
回
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
と
英
語

で
会
話
を
交
わ
し
た
り
、
全
員
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
と
、
学
生
た
ち
は
日

常
会
話
に
は
事
欠
か
な
い
英
語
力
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
。
身
振
り
手
振
り
を
交
え
、

表
情
豊
か
に
進
め
ら
れ
る
授
業
で
は
、
み

ん
な
熱
心
に
先
生
の
口
元
を
見
つ
め
、
気

負
わ
ず
英
語
で
返
答
し
ま
す
。

「
私
が
心
が
け
て
い
る
の
は
、
み
ん
な

に
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
世

界
の
国
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ル
チ
ャ
ー
を

学
び
、
習
慣
や
食
べ
も
の
な
ど
の
違
い
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
根
源
に
流
れ
る
も
の
は

同
じ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
」。そ

ん
な
ケ
イ
ト
ン
先
生
は
、
と
っ
て
も

気
さ
く
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
昨
年
度
後
期

か
ら
始
ま
っ
た
ゼ
ミ
で
は
、
１１
月
に
は
懇

親
会
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
先
生
の
ご
自

宅
で
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
（
１
品
持

ち
寄
り
）
を
開
き
ま
し
た
。
英
語
の
自
己

紹
介
、
英
語
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
内
容
も
盛
り
沢
山
な
ん

だ
と
か
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
気
負
い
が

な
く
、
わ
い
わ
い
楽
し
く
英
語
に
取
り
組

む
ゼ
ミ
の
み
な
さ
ん
で
す
。

プロフィール／１９６４年生まれ、英国籍。ロ
ンドン大学キングスカレッジを卒業後、レ
ディング大学にて教育学を修める。全日空
のパイロットやキャビンアテンダントに英
語を教えていたが、１０年前に来日。福岡大
学を経て、２００２年から短期大学部で教鞭を
とる。

この日は通称「ビジネス・デー」。
毎週月曜日はスーツ姿でキメてます！

（家政経済科※）
短期大学部 キャリア開発学科「ケイトンゼミ」

２年生女子２１名 トーマス・ケイトン先生（４２歳）

5

「だいじょうぶヨ～」
（ケイトン先生の口癖）
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学長訓示／新入学生－今から一番やりたいこと�

【特集2】�

 サークルフェスタ！�
中村的大学生活�

中村学園大学は２００３（平成１５）
年４月１日付で、財団法人大
学基準協会より大学基準に適
合しているものと認められ、
正会員として認定されました。

今号の表紙

青空に映える満開の桜。
入学式当日の風景（学内）

わがゼミ案内
短期大学部
キャリア開発学科（家政経済科）

「ケイトンゼミ」

「充実生活」入学式

学長訓示

「充実生活」

学内施設 navi

中村的大学生活

サークルフェスタ
２００７開催

【卒業生のページ】

社会で活躍する卒業生
・就職課コラム

【在学生のページ】

・サークル紹介
・ココがオススメの店

EVENT & NEWS
・学内の行事
・学生表彰
・教員表彰
・教職員の動き

平成１９年度

入試結果
セロリプラス Vol.2

流通科学研究科セミナー
報告

ハワイ大学リーワード校海外研修

セロリプラス Vol.1

63
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特 
集 

1

充
実
生
活�

新

入
学
式

入
学
者
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ぞ
か
し
万
感
の
思
い
で

今
日
の
日
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お

察
し
申
し
上
げ
、
本
学
を
代
表
し
ま
し
て
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
将
来
の
目
標
を
定

め
、
本
学
で
教
育
を
受
け
る
事
を
選
択
さ
れ

ま
し
た
。
人
間
の
選
択
を
求
め
る
心
、
そ
れ

が
自
主
性
で
す
。
釈
迦
の
教
え
に
よ
る
と
、

選
択
す
る
と
い
う
こ
と
は
好
き
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
本
学
で
学

ぶ
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
何
故
皆
さ
ん
は
本
学
で
高
等
教
育

を
受
け
る
の
か
、
ま
ず
、
そ
れ
を
考
え
て
下

さ
い
。
専
門
領
域
の
知
識
や
技
術
を
修
得
し
、

様
々
な
資
格
を
取
得
し
て
、
専
門
職
業
人
と

し
て
就
職
す
る
こ
と
の
み
が
皆
さ
ん
の
目
標

で
し
ょ
う
か
。
本
学
の
教
育
目
的
・
目
標
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
村
学
園
を
構
成
す
る
中
村
学
園
大
学
短

期
大
学
部
は
、
創
立
５２
周
年
を
経
て
、
中
村

学
園
大
学
は
、
一
昨
年
、
開
学
４０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
短
期
大
学
部
３
万
名
、

大
学
１
万
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
世
に
送
り
、

中
村
学
園
の
建
学
の
精
神
に
培
わ
れ
た
皆
さ

ん
の
先
輩
方
の
社
会
的
活
躍
に
よ
っ
て
、
本

学
は
、
高
い
社
会
的
評
価
を
築
い
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
新
た
に
本
学
の
伝

統
を
構
築
す
る
一
員
に
加
わ
る
わ
け
で
す
か

ら
、ま
ず
、学
園
祖
中
村
ハ
ル
先
生
が
掲
げ
ら

れ
た
建
学
の
精
神
を
熟
知
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
先
生
の
学
問
へ
の
情
熱
を
通
し
て
本
学

の
教
育
目
的
・
目
標
を
理
解
し
て
下
さ
い
。

先
生
は
、
本
学
の
設
立
に
当
り
、
人
間
教

育
の
根
幹
と
し
て
、「
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
清
節
の
風
を
尊
び
、
感
恩
の
情

に
富
み
、
労
作
に
い
そ
し
み
、
人
格
の
形
成

に
努
め
る
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
労
作
と

は
何
事
に
も
辛
苦
に
耐
え
、
学
業
、
勤
労
に

励
む
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
性

や
人
格
が
磨
か
れ
る
の
で
す
。
こ
の
教
え
は
、

皆
さ
ん
は
、
将
来
、
人
格
、
礼
節
、
そ
し
て

仕
事
へ
の
使
命
感
、
志
、
倫
理
観
を
備
え
た

社
会
人
、
専
門
職
業
人
と
な
る
た
め
の
必
須

条
件
で
す
。
先
生
は
、
第
二
に
、「
姿
、
形

は
、
心
の
現
れ
で
あ
る
」
と
説
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
服
装
、

言
葉
遣
い
、
お
互
い
の
挨
拶
、
教
室
の
美
化

な
ど
本
学
で
学
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
「
中
村
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
等
閑

に
な
れ
る
と
、
結
局
は
心
に
隙
が
出
来
、
学

業
に
も
影
響
し
ま
す
。
私
達
教
職
員
共
々
、

こ
れ
ら
の
「
中
村
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
先
生
は
、
第
三
に
、「
理

論
と
実
際
の
統
合
を
図
り
、
学
問
と
生
活
の

融
合
を
重
ん
じ
た
教
育
・
研
究
の
必
要
性
」

を
説
か
れ
ま
し
た
。
真
の
学
問
と
は
知
識
と

技
術
に
バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
、
そ
の
学
問
が
社

会
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
将
来

自
分
が
属
す
る
企
業
・
組
織
の
発
展
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
本
学
で
は
、
臨
地
実
習
、
校
外
実
習
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
全
員
が
一
日
も
早
く
中
村
ハ
ル
先

生
の
自
叙
伝
「
努
力
の
上
に
花
が
咲
く
」
を

熟
読
さ
れ
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
体
得
し

平
成
十
九
年
四
月
四
日
、

満
開
の
桜
の
な
か
、

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
の

入
学
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新入生の皆さんへ―学長訓示―

自分に真実を求め、
他人に真心を。

中 村 学 園 大 学
中村学園大学短期大学部 学長 藤本 淳 63
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て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
受
け
る
講
義
・
演

習
・
実
習
の
進
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
等
学

校
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
速
く
、
皆
さ

ん
の
学
習
履
歴
に
よ
っ
て
は
、
高
等
学
校
で

学
ば
な
か
っ
た
科
目
も
多
く
出
て
き
ま
す
。

本
学
で
は
、
教
育
を
受
け
る
側
で
あ
る
皆
さ

ん
の
学
習
満
足
度
に
十
分
配
慮
し
た
授
業
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は

皆
さ
ん
の
各
授
業
科
目
に
対
す
る
予
習
・
復

習
が
不
可
欠
で
す
。
文
部
科
学
省
の
定
め
る

所
で
は
、
大
学
・
短
期
大
学
に
お
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
各
学
期
、
１
時
間
の
正
規
の

授
業
を
１５
回
行
い
、
そ
れ
を
１
単
位
と
し
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
倍
の
２
時
間
の

予
習
と
復
習
を
正
規
外
授
業
と
し
て
義
務
付

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
正
規
授
業
に
必
要

な
自
学
・
自
習
を
行
い
、疑
問
が
あ
れ
ばof-

fice
hour

と
い
う
授
業
担
当
教
員
と
の
懇
談

の
場
を
活
用
し
て
下
さ
い
。
加
え
て
本
学
に

整
備
さ
れ
て
い
る
図
書
館
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
補
完
学
習
も
行
っ
て
下
さ
い
。

昨
今
、
学
生
諸
君
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
盛
ん

で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
、
ド
イ
ツ
語
の
ア
ー

バ
イ
ト
か
ら
日
本
で
も
使
わ
れ
だ
し
、
本
来

の
意
味
は
、
労
働
、
作
業
、
そ
れ
に
研
究
、

著
作
、
労
作
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
ア
ル
バ

イ
ト
に
は
、
社
会
性
の
涵
養
、
就
労
意
識
の

高
揚
、
加
え
て
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
と
い
っ
た
意
義
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、不
必
要
な
、過
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ

て
一
番
大
切
な
学
業
に
支
障
が
生
じ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
進
級
、
卒
業
判
定
に
も

影
響
が
出
ま
す
。
旧
日
本
育
英
会
、
現
在
の

日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
皆
さ
ん
が
希
望
す

れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
％
奨
学
金
を
支
給
し
て
く

れ
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
選
択
は
皆
さ
ん
の

自
主
性
で
す
が
、
ご
自
分
の
学
業
の
到
達
度

の
現
状
を
よ
く
確
認
し
て
、
ご
家
族
の
ご
意

見
も
お
聞
き
に
な
っ
て
、
選
択
し
て
下
さ
い
。

在
学
中
に
、
一
時
的
に
も
精
神
的
・
肉
体

的
な
原
因
か
ら
学
業
が
思
っ
た
よ
う
に
は
か

ど
ら
な
い
こ
と
は
誰
し
も
に
あ
る
こ
と
で
す
。

本
学
に
は
指
導
主
任
制
度
を
は
じ
め
、
個
人

情
報
保
護
に
万
全
を
期
し
た
学
生
相
談
室
な

ど
の
学
生
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
に
相
談
さ
れ
る
の
は
勿
論
で
す
が
、

必
要
が
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
施
設
・
制
度
を
活

用
し
て
下
さ
い
。

本
学
は
、
単
に
専
門
領
域
の
知
識
や
技
術

を
教
授
し
、
国
家
資
格
な
ど
の
取
得
を
目
指

し
た
教
育
を
行
う
の
み
で
な
く
、
建
学
の
精

神
に
則
っ
て
、
２１
世
紀
の
日
本
を
背
負
う
、

心
豊
か
で
教
養
あ
る
、
社
会
性
に
富
み
、
そ

し
て
職
業
的
倫
理
観
に
培
わ
れ
た
人
材
を
育

成
す
る
高
等
教
育
機
関
で
す
。
正
規
外
授
業

や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、
多
く
の
友
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
心
身
を
鍛
え
、
真

の
意
味
で
の
日
本
人
と
し
て
の
道
徳
観
と
見

識
を
持
っ
た
、
そ
し
て
２１
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
に
お
い
て
、
世
界
の
人
達
と
共
生
で

き
る
国
際
感
覚
も
養
っ
て
下
さ
い
。

ど
う
か
自
分
に
対
し
て
真
実
を
求
め
、
他

人
に
も
真
心
を
持
っ
て
接
し
、
学
問
へ
の
情

熱
を
高
め
、
良
書
を
読
み
、
心
理
を
探
求
し
、

友
情
を
育
ん
で
生
涯
の
思
い
出
と
な
る
母
校

で
の
学
園
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。

この日、大学院２７名、大学６８９名、短期大学部５６９名が新しいスタートを迎えました
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生化学実験室�
306

307 308

322 321
319

320

3N1

3N63N53N43N33N2

東1号館�
11

西2号館�

中央本館�

中央南館�

2N3

2N1

2N8

2N4 2N5 2N6 2N7205

理化学実験室�
209

食品加工実習室�
208

調理学実験室�
207

212

栄養・調理学�
実習室 213

栄養・調理学�
実習室 214

調理実習食堂�
 215

調理学実習室�
216

調理学実習室�
217

218 219 220

→体育館へ�

206

栄養教育�
実習室�

薬膳科学�
研究所�

学生課� 就職課�

東1号館�

1 2

西2号館�

中央本館�

中央南館�

第1学生ホール�第1給食経営�
管理実習室�

IN３�

１０７演習室�
保健室�

栄養・調理学実習室�
110

調理学実習室�
111

教務課�

経理課  庶務課�

学事課�

栄養・調理学�
実習室�
109

学生出入口�
玄関ホール�

→西1号館へ�

東1号館�

証明書自動発行機�

学生通行禁止�

3 4
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15

WC

研究室�
EV
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1

充
実
生
活�

いよいよはじまる、本学での新しい生活。�
キャンパスには、あなたの好奇心を満たしてくれる施設がいっぱいです。�
どこに何があるのか、どんな機能をもっているのか、�
しっかりリサーチしてキャンパスライフをエンジョイしましょう！�

学�内�施�設�n a v i

平平成成２２００年年３３月月本本体体工工事事完完成成予予定定
（（１１期期工工事事））
平平成成２２１１年年３３月月付付帯帯工工事事完完成成予予定定
（（２２期期工工事事））

11学生相談室
あなたが困ったとき、悩んでいるとき、元
気がないとき、カウンセラーに話してみま
せんか？時には誰かに相談してみる勇気
も必要なのかも知れません。勉強、恋愛、
将来・・・どんな話でもOKです。

1 学生課
奨学金の申込、傷害保険の取り扱い、
学割や通学定期申込書が必要なとき、
学内の施設・設備を使用したいときなど
学生の皆さんが円滑で有意義な学生生
活が送れるよう相談やアドバイスをして
います。わからないことや困った時は学生
課にどうぞ。

3 教務課
履修登録などみなさんの授業科
目や定期試験、成績に関すること
は遠慮なく教務課へ。掲示板の
確認も忘れずに、しっかり履修計
画を整えましょう。

5 庶務課
「セミナーハウスほくさん」を
知っていますか。学科やゼ
ミナールの研修・課外活
動などで利用することもあ
るのでは。利用申込は庶務
課まで。

2 就職課
就職など進路の相談、求人票のチェック
は就職課で。公務員希望者セミナーや
資格取得支援講座など、学生のみなさ
んを全力でバックアップします。

4 学事課
管理栄養士や栄養士、栄養教
諭・小中高教諭・幼稚園教諭や
保育士などの学外実習に関わる
相談、大学院の授業・試験・成績
に関することは学事課へ。教務課
と同じフロアにあります。

7 経理課
みなさんの授業料など各
納付金をはじめ、セミナー
ハウス利用料の徴収、学
友自治会・後援会の会費
などの委託徴収事務をお
こなっています。

14第２体育館
柔・剣道場、トレーニングルーム、
シャワー室を備えたロッカールー
ムなどがあります。トレーニングマ
シンで体を鍛えよう！！

6 入試課
入学試験に関わることはもちろん、
みなさんの多くが受験生時代に参
加したオープンキャンパスや入試説
明会も入試課が担当しています。

8 管財課
キャンパスの施設・設備・環境など
に関わって、みなさんの学園生活が
充実するように万全の配慮をしてい
ます。現在建設中の新校舎は平成
２０年３月に完成予定です。

13体育館
入学式やサークルフェスタ
もここでありましたね。授業
や体育系サークルの活動
でも積極的に利用してくだ
さい。

2F

3F

5F

5F

4F

1F
16喫茶アステックス
日替ランチやパスタ、バー
ガーセット、デザートが人気。
お洒落で開放的な雰囲気の
中でゆっくりと時間を過ごす
ことができます。窓外の風景
を見ながらお茶するのもいい
感じです。

10情報処理センター
学内のパソコンは７００台以上。情報
処理授業、卒論や日々の課題作成
にも自由にパソコンを利用できます。

9 図書館
みなさんの学習・調査研究活動だけではなく、
DVD鑑賞、趣味や教養のための読書、あるいは
思索にふける場としても、おおいに図書館を利用
してください。

12学友会館
サークル活動の拠点。部室をはじめ学
友自治会室、学園祭実行委員会室、
学生が自由に使える展示・談話ホー
ルなどがあります。興味がある人もな
い人も一度覗いてみてください。新し
い発見があるかも・・・。

1F
第２体育館

西１号館

14

13

12

15学生ホール
学内に３か所ある学生ホールは昼
休みになるといつも学生でいっぱい
です。特に、第１学生ホール（東１
号館）のベーカリーでは焼きたてパン
が大人気！昼休みは行列が出来るほ
ど賑っています。どのホールも毎日の
食事はもちろん勉強や友達とのお
しゃべりの場として利用されています。

中央本館

17

17新校舎
現在建設中、平成２０年３月
完成予定の新校舎。９階建
の２階には５００人収容の学生
食堂が入り、南側窓が全面ガ
ラス張りで、食育を採り入れた
食事を提供します。また３階に
は学生サービス部門（事務局）、
４～８階には講義室等、９階
には研究室を配置する予定で
す。

63

▲現在建設中の新校舎

▲大人気のベーカリーショップ
（第１学生ホール内）

▲自然に恵まれた「セミナーハウスほくさん」
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4月6日（金）12時～17時半�

新入生大歓迎！！�
サークルフェスタ、�
大いに盛り上がる�
　桜がひらひらと舞散る４月６日（金）、体育館のメインフロア

でサークルフェスタが開催されました。吹奏楽、バレー、弓道、

軟式テニス、書道、食物研究など35のブースが並び、新入生

を勧誘していきます。そして、ステージ中央では、NDA部によ

るダンス、クリスタルハーモニーによる合唱、和太鼓の演奏な

どが繰り広げられ、拍手喝采。新入生だけでなく、在学生も大

いに盛り上がりました。新入生は、その熱気に圧倒されながら

も、「ドキドキします」「先輩たちはみんな優しくて親切」「楽

しそうなサークルばかりで、何に入るか迷ってしまいます」など、

高校とは異なる、大学ならではの雰囲気を楽しんだようです。�

学
友
自
治
会
執
行
部
�

学
園
祭
実
行
委
員
会
�

【
サ
ー
ク
ル
一
覧
】�

書
道
部
／
箏
曲
部
／
大
学
裏
千
家

茶
道
部
／
短
大
裏
千
家
茶
道
部
／

表
千
家
茶
道
部
／
児
童
文
化
部
／

華
道
部
／
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
／
演
劇

部
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
／
短

大
食
物
研
究
部
／
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
／
鑑
賞
同
好
会
／
エ
コ
サ
ー
ク
ル

／
教
育
研
究
同
好
会
／
吹
奏
楽
同

好
会
／
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
／
軽

音
楽
部
／
簿
記
会
計
ク
ラ
ブ
／
和

太
鼓
部
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
同
好
会
�

文
化
系
サ
ー
ク
ル
�

大
学
女
子
バ
レ
ー
部
／
短
大
女
子
バ

レ
ー
部
／
男
子
バ
レ
ー
部
／
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
同
好
会
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

同
好
会
／
ラ
ク
ロ
ス
部
／
な
ぎ
な
た

部
／
弓
道
部
／
軟
式
野
球
部
／
合

気
道
部
／
空
手
道
部
／
剣
道
部
／

N
D
A
部
／
バ
ト
ン
同
好
会
／
硬

式
テ
ニ
ス
部
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
／
サ
ッ

カ
ー
同
好
会
／
ラ
グ
ビ
ー
同
好
会
／

水
泳
同
好
会
／
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
同
好

会
�

体
育
系
サ
ー
ク
ル
�

　現在、部員は17名。学園祭や夏祭り、同
窓会、別府地区の幼稚園などで演奏活動
をしています。和太鼓は音階はありませんが、
みんなの音が合わさった時、とても感動！ 
なんとも言えない喜びを感じます。若さと
元気と笑顔で頑張っています。�

和太鼓部�
部長：熊本朋美さん�
（栄養科学部3年）�

　昨年の九州秋季リーグで準優勝！　み
んな仲よくて楽しいし、練習の時は練習に
集中し、メリハリをつけてやっています。し
かも野球部はイケメン揃いです（笑）。な
んと、学園祭の王子様コンテストでは、２年
連続で優勝しているんですよ。�

軟式野球部�
部長：藤田新一さん�
（人間発達学部4年）�

　学年も関係なくみんなとても仲よしです。
夏には学内演奏会、冬にはももちパレスで
外部演奏会を行っています。演奏会まで
練習はハードで、日曜日も夜遅くまで練習
をしますが、達成感はとても大きい！　泣い
ちゃう子もいるぐらいです。�

クリスタルハーモニー�
部長：江口愛梨さん�
（人間発達学部3年）�

特 
集 

2

中
村
的
大
学
生
活�
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　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
Vol.1

セ ロ リ プ ラ ス�

新連載�

「ケースメソッド・ワークショップ」プログラム
共催 ■中村学園大学大学院流通科学研究科

（ケース・メソッド研究会）
■九州大学専門職大学院コンソーシアム
■日本ケースセンター（財団法人貿易研修センター内）

ワークショップ １３時３０分～１７時００分
１．ワークショップの趣旨説明

九州大学大学院経済学研究院 教授 星野 裕志先生

２．模擬講義
中村学園大学大学院流通科学研究科 教授 石田 英夫先生

３．休憩（ケースブックの配布・販売）
４．プレゼンテーション

■ケース・メソッド教育の主眼
中村学園大学大学院流通科学研究科 教授 石田 英夫先生

■ビジネス・スクールにおけるケースの活用
九州大学大学院経済学研究院 教授 星野 裕志先生

■医療分野におけるケースの導入
九州大学大学院医学研究院 教授 尾形 裕也先生

■ケースの開発と普及
日本ケースセンター 人材育成部長 稲葉 エツ先生

５．パネルディスカッション
「ケース・メソッド教育の有効性とより良いケース教
育に向けて」
～学生・ビジネスマンの反応、企業内教育の活用、

ケーススタディとケース開発、環境の設定、
ケース開発の方法と普及上の問題～

【司会進行】九州大学大学院経済学研究院 教授 星野 裕志先生
【パネリスト】前中村学園大学流通科学部長 元教授 古川 公成先生

山口大学大学院技術経営研究科 教授 大久保隆弘先生
九州大学大学院医学研究院 助教授 鮎澤 純子先生
日本ケースセンター 人材育成部長 稲葉 エツ先生
株式会社岩田屋 営業企画部長 梁井 宏幸先生

６．閉会の挨拶
中村学園大学大学院流通科学研究科 教授 石田 英夫先生

※上記は開催日現在のプログラム

２月１８日、大学院流通科学研究科セミナー
「ケースメソッド・ワークショップ」が、アクロス福岡
にて開催された。今回のテーマともなっているケー
スメソッドによる教育法は、今や世界中のロース
クールやメディカルスクール等で採用され、ビジ
ネス教育界ではハーバード大学における推進が
有名。本研究科では、分析力、想像力、理論力や
判断力を養い、実践的な人材の育成に有効とさ
れるこのケース教育を、九州内ではいち早く導入
している。当日は官公庁、大学、一般の方々等１３０
名を超える参加者があり、プレゼンテーション等が
おこなわれ、パネルディスカッションでは予定の時
間をオーバーするほど、熱心な討論がなされた。
セミナーの開催内容は右記のとおり。

２月４日から２５日まで、ハワイ大学リーワード
校で海外研修が行われた。学術提携を契機に始
まった学生の研修も、７回目を迎えた。第１回の
研修から毎年行ってきたのが、参加学生によるオ
アフ島カラエロア地域での、絶滅の危機に瀕して
いるハワイ原産植物の保護ボランティア活動で
ある。外来種の雑草を除去し、原産植物を植えて
いくというものだ。リーワード校の教員や学生たち
も毎年参加している。
担当者の説明の後、学生は雑草の除去作業に
取り掛かる。草と呼べる小さな雑草もあるが、藪の
ような大きさで、学生も二人がかりで引き抜かな
ければならないものもある。除去作業の後に、いよ

いよハワイ原産植物を植えていく。土を掘り、水を
注ぎ、その後、苗を丁寧に植え、石で囲いを作る。
日陰もなく、風も強い場所での作業は、想像以上
に重労働である。それでも、時にはリーワード校の
学生とおしゃべりしながら、学生は意外と楽しそう
に働いている。
毎年この研修の引率をしているので、前年度の
参加学生が植えた原産植物が、１年後に確実に
大きく、力強く根づいているのがわかる。過去の参
加者たちがハワイに何らかの貢献ができ、その証
が育っているようで、うれしくなる瞬間でもある。い
つか、さらに大きくなったハワイ原産植物の周りで、
「ハワイ研修同窓会」をするのもいいかもしれない。

（引率者 短期大学部 キャリア開発学科
准教授 岩田 京子）

流通科学研究科セミナー

「ケースメソッド・
ワークショップ」開催

ハワイ大学リーワード校海外研修

～ハワイで育つ中村の若木～

おいしいと感じる場所 １

栄養科学部教授

理学・医学博士 青峰正裕

食べ物のなかで果物が一番好き
だ。だから海外に行くときには、
必ず町の市場に繰り出す。土地の
果物を大量に買い込んではホテル
で食べるのが私の至福の時だ。主
食が果物になっても一向に構わな
いほどなのだ。
定年まであと７年弱。セカンド
ライフについて考え始めた私の
テーマは、当然果物である。手始
めに阿蘇近傍に安い土地を購入し
た。ここで、自分が楽しめる果樹
園をやりたいのだ。何を植えよう。
桃・栗３年、柿８年。私が元気な
うちに収穫でき、鹿やイノシシも
いるから彼らにあまり持っていか
れない果物がよかろう。渋柿を植
えて、栗を植えようか。固いクル
ミはどうだろう。そうだ、この土
地はクヌギ林を伐採してあるから、
クヌギの原木が残っている。これ
を利用してシイタケ（これも好物
なのだ）も栽培しよう。ユズも植
えて、炭火で焼きたてのシイタケ
にジュッとかけて…（笑）。
月に１・２回、時間ができると
この土地にやって来ては、計画
（？）を練る。眺望が開けていて、
近くから阿蘇五岳を一望できる素
晴らしい場所なのだ。友だちに手
伝ってもらって山小屋を建てよう
…。この土地に来て、あれこれ夢
想するひととき。これが、今のと
ころ、私が一番おいしいと感じる
場所なのだ。
ちなみに私の研究テーマは栄養
と脳機能の関係を調べること。た
とえばどんな食べ物を食べると記
憶力が良くなるのか、食物のどの
要素がそれに関わっているのかな
どを研究している。果物について
も当然、調べてますよ。
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ココがオススメの店�

中村的視点で�
学生が選んだ�

ティー・コージー

ラ
ク
ロ
ス
の
お
も
し
ろ
さ
を
日
々
実
感
！

目
指
す
は
、
全
日
本
大
会
出
場
で
す
。

部員の大半が、初心者からのスタート。練習
を重ねるほどに、そのゲームのおもしろさを実感
していくそうです。現在、部員は１８名。みんなとて
も元気に仲良く、日々練習に励んでいます。今
年の目標は、九州リーグ優勝！全日本大会出
場です！

「
見
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、ル
ー
ル
は

知
ら
な
い
。だ
け
ど
、と
て
も
部
の
雰

囲
気
が
よ
く
て
楽
し
そ
う
」。そ
ん
な

動
機
で
ラ
ク
ロ
ス
部
に
入
る
部
員
が
多

い
そ
う
で
す
。練
習
は
、平
日
午
後
４

時
４５
分
か
ら
８
時
ご
ろ
ま
で
。週
４

日
程
度
練
習
に
励
み
、年
に
２
度
ほ
ど

行
わ
れ
る
九
州
大
会
に
向
け
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。

「
１
年
の
時
は
、ラ
ク
ロ
ス
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
に
慣
れ
る
の
が
や
っ
と
。先
輩
か

ら
い
ろ
ん
な
プ
レ
ー
を
盗
む
の
が
楽
し

く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。部
長
に
な
っ

て
み
る
と
、練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
立
て

方
、チ
ー
ム
の
ま
と
め
方
な
ど
を
考
え

て
、頭
を
悩
ま
す
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
。で
も
、ど
ん
な
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い

く
の
か
楽
し
み
も
大
き
く
て
」と
、キ
ャ

プ
テ
ン
の
黒
木
理
紗
さ
ん
。ラ
ク
ロ
ス

の
お
も
し
ろ
さ
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
役
割

が
明
確
な
こ
と
。だ
か
ら
、自
分
の
得

意
が
生
か
せ
る
の
だ
と
か
。５
月
開
催

の
九
州
カ
ッ
プ
に
向
け
、ま
す
ま
す
練

習
に
拍
車
が
か
か
り
ま
す
。

流通科学部４年生の
南里康晴君が、
フィギュアスケート界で
躍進しています。

１月８日 第７９回日本学生氷上競技選手権 優勝

南里君はショートプログラムで２位につけ、フリー演技
では最終滑走のプレッシャーをはね返し、トリプルアクセ
ル（３回転半ジャンプ）を２度成功。貫禄の初優勝を飾った。

２月１０日 フィギュアスケート四大陸選手権 １２位

２年連続の日本代表としてアメリカ・コロラド大会に出
場。成績こそ１２位と本来の力を発揮できなかったが、今シー
ズン、魅せるスケートを意識して大きく成長。持ち前の向
上心でこの悔しさを乗り越え、さらなる飛躍を期待したい。

Tea Cozy
大学そばに、ゆっくりと過ごせる大

人のカフェがあります。大学東門を
出て徒歩１分。アールヌーボー調の
店内は、茶を基調とした落ち着いた
雰囲気。
一番のおすすめメニューは「日替

わりパスタBランチ」。日替わりのパ
スタにサラダ・パン・飲み物・デザー
ト付きで９００円。不足しがちなビタミ
ンも新鮮な野菜とフルーツジュース
でばっちり！！パスタは体にいいオリー
ブオイルを使用しています。もう一つ
はクリームソースとトマトソースのス
パゲッティ（７５０円）。手作りソースも
独特のおいしさです。３種の手作り
ケーキ（３５０円、コーヒーとセットで６５０
円）も人気。
坂田優美子オーナーによるティー

カップのコレクションも素敵です。
アールヌーボーの雰囲気に包まれて、
くつろぎのひとときを過ごしませんか？

オープンキャンパス 開催
３月１７日�、平成１８年度３回目のオープン

キャンパスが開催された。３月に実施するオー

プンキャンパスは本学では初めてであったが、

多数の受験生や保護者が参加。各学部・科のミ

ニ講義、施設や学生寮の見学ツアー、本学教職

員や在学生との入試・学生生活・就職相談など、

盛りだくさんのプログラムに参加者も大変満足

した様子であった。

なお、本年度のオープンキャンパ

スは８月４日�、８月１８日�、３月
１５日�に開催予定。

Tea Cozy（ティー・コージー）
・福岡市城南区別府２‐２１‐２２エスポワール福岡１F
・０９２‐８４１‐７３１１
・営業時間 １１：００～２０：００（ランチタイムは１１：００～１４：００）
・定休日 日曜、祝日

美味しくくつろげる
アールヌーボー・カフェ

パスタには
オリーブオイルを
使っています。野菜と
果物で不足しがちな
ビタミンも補給！

ラクロス部
●部員数／１８名（１年６名、２年７名、３年５名）
●キャプテン／黒木理紗（大学栄養科学部３年）
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ソースは独特のおいしさ！

ガレを思わせるヌーボー調の照明もおしゃれ。
マイセン等のカップコレクションが目を引きます

元気が自慢のラクロス部。
心はひとつ、みんな仲良し！

真剣な眼差しで
作戦を練る部員たち

年に一度のＯＧ戦では、
先輩から檄が飛びます

人気のチーズケーキのセット
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好
奇
心
を
持
て
！�

そ
れ
が
自
立
へ
の
第
一
歩�

就職課�
コラム�

夢・の・数・だ・け・道・が・あ・る�

－先輩の職場訪問－�

子
ど
も
に
は
、

そ
の
場
の
ご
ま
か
し
が
き
き
ま
せ
ん
。

自
分
に
正
直
に
子
ど
も
と
真
剣
に
向
き
合
う
。

そ
ん
な
先
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
初
め
て
の
本
格
的
な
集
団
活

動
の
場
。
子
ど
も
た
ち
は
互
い
に
ふ
れ
あ
う
中
で
、
一
人
ひ
と

り
が
大
き
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
も
と
も
と
ご
両
親
が
幼
稚

園
を
経
営
し
て
い
て
幼
稚
園
教
諭
に
な
る
の
は
自
然
の
流
れ

だ
っ
た
渡
�
和
育
さ
ん
で
す
が
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
現
場
で
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
い
る
」
と
い
う
渡
�
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

両
親
が
幼
稚
園
を
営

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

中
学
・
高
校
時
代
に
は

行
事
の
手
伝
い
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。途
中
、

他
の
職
業
に
就
く
こ
と

も
考
え
ま
し
た
が
、幼

稚
園
の
教
諭
に
な
る
こ

と
は
、僕
に
と
っ
て
と
て
も
自
然
の
流
れ
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
で

す
。幼
稚
園
の
先
生
は
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
仕
事
。朝
８
時
半
、玄
関
で
の
出
迎
え
に

は
じ
ま
り
、ぬ
り
絵
・
工
作
な
ど
の
朝
の
活
動
や
、

マ
ラ
ソ
ン
・
鉄
棒
な
ど
の
外
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、礼
拝
や
音
楽
な
ど
部
屋
で
の
活
動
を

終
え
た
ら
、あ
っ
と
い
う
間
に
給
食
。給
食
が
終

わ
り
、外
で
た
っ
ぷ
り
遊
ん
だ
ら
、あ
と
は
帰
り

の
用
意
。絵
本
や
紙
芝
居
で
子
ど
も
た
ち
を
落

ち
着
か
せ
、先
生
方
み
ん
な
で
見
送
り
ま
す
。子

ど
も
た
ち
が
帰
っ
た
あ
と
は
、お
遊
戯
や
工
作
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
た
り
、行
事
の
準
備
を
行
い
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
一
日
の
締
め
く
く
り
と
な
り

ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
は
、子
ど
も
た
ち
に
約
束
事
や

集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
い
く
な
ど
大
変

な
こ
と
も
多
い
仕
事
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
が

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
や
、お
遊
戯
会
な

ど
で
両
親
に
向
か
っ
て「
や
っ
た
ぞ
！
」み
た
い
な

満
足
感
あ
ふ
れ
た
い
い
顔
を
す
る
の
を
見
る
と

本
当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。

今
、
大
学
時
代
を
振
り
返
る
と
、無
駄
な
授

業
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。し
か
し
、毎
日

子
ど
も
と
関
わ
っ
て
い
る
と
、子
ど
も
が
ど
う
い

う
考
え
の
も
と
に
そ
う
い
っ
た
行
動
を
と
る
の

か
、よ
り
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、と
り
わ
け

「
心
理
学
」で
の
ベ
ー
ス
と
自
分
の
経
験
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
、よ
り
子

ど
も
の
内
面
を
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
が
わ
か
り
ま
す
。幼
稚

園
教
諭
を
目
指
す
み
な

さ
ん
、心
理
学
の
授
業
は
、

ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う（
笑
）。

そ
し
て
学
生
で
あ
る
今
、

様
々
な
講
義
や
演
習
、実
技
を
し
っ
か
り
勉
強

し
て
お
く
こ
と
で
す
ね
。

（
な
お
渡
�
さ
ん
は
本
年
４
月
よ
り
高
取
幼
稚
園
に
勤

務
さ
れ
て
い
ま
す
）

自
分
は
、何
が
好
き
な
の
か
、ど
ん
な
適
性
を

持
っ
て
い
る
の
か
、何
に
向
い
て
い
る
の
か
、自
分
で

考
え
る
こ
と
が
大
切
。自
分
の
個
性
や
資
質
は
自

分
で
探
す
し
か
な
い
。そ
の
た
め
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト

が
好
奇
心
で
す
。好
奇
心
を
持
っ
て
、自
分
で
考

え
、仕
事
を
見
つ
け
、自
立
し
て
欲
し
い
。仕
事
は

趣
味
・
娯
楽
と
違
っ
て
大
変
だ
が
、生
活
の
た
め
の

お
金
と
充
実
感
を
与
え
て
く
れ
る
。仕
事
を
し
な

い
で
生
活
し
充
実
感
を
味
わ
う
と
い
う
こ
と
は
無

理
な
相
談
。早
い
時
期
に
進
路
選
択
し
活
動
す
る

の
が
適
切
で
す
。第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
下
さ
い
。

２００１年度
家政学部児童学科卒業

福岡いずみ幼稚園 幼稚園教諭
わた なべ かず なり

渡�和育さん
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入試結果�平成19年度�

　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
Vol.2

セ ロ リ プ ラ ス�※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第３位以下を四捨五入）

中村学園大学大学院

中村学園大学

中村学園大学短期大学部

競争率
１．００
１．００
１．００
－

１．００
１．００
－

１．００
１．００
１．００
－

１．００
１．００

合格者
７
１
３
０
３
３
０
１
１
３
０
１
５

受験者
７
１
３
０
３
３
０
１
１
３
０
１
５

志願者
７
１
３
０
３
３
０
１
１
３
０
１
５

募集人員

６

３

５

１０

区分
推 薦

一般（１次）
一般（２次）
外国人留学生
前 期
後 期
推 薦
一 般
社会人
推 薦
一 般
社会人

外国人留学生

課程

博士前期

博士後期

修 士

修 士

研究科・専攻

栄養科学研究科
栄養科学専攻

人間発達学研究科
人間発達学専攻

流通科学研究科
流通科学専攻

競争率
１．５５
１．００
１．００
２．７１
４．００
１．００
１．６４
１．００
１．００
１．００
２．４９
－

１．４６
１．００
２．０３
１．５０
－

合格者
８４
１５
１４
８９
５
１
１１
１０
１３７
２３
３５
０
１４３
１５
１１９
２
０

受験者
１３０
１５
１４
２４１
２０
１
１８
１０
１３７
２３
８７
０
２０９
１５
２４２
３
０

志願者
１３１
１５
１４
２４５
２０
１
１８
１０
１３７
２３
８８
０
２０９
１５
２４２
３
０

募集人員
６７

１５以内
２０
４３

５以内
若干名

５
１０以内
１１０
１０
１５

若干名
１１５

１５以内
６０

若干名
若干名

区分
公 募 制
併 設 校
指 定 校

一 般
社会人

外国人留学生
公 募 制
併 設 校
指 定 校
自己推薦

一 般
外国人留学生

公 募 制
併 設 校

一 般
社会人

外国人留学生

推 薦

推 薦

推 薦

学 科

食 物 栄 養 学 科

キャリア開発学科

幼 児 保 育 学 科

競争率
１．５４
１．００
２．６１
４．９８
６．００
－
－

１．９２
１．００
２．２８
３．４１
３．００
－
－

１．５５
１．００
２．５４
３．９０
２．８０
－
－

１．５０
１．０３
１．００
２．１２
３．６７
２．６３
１．７３
－

合格者
９０
２０
１９７
５１
５
０
０
５０
９
１０９
３４
５
０
０
３３
５
１８３
５０
１０
０
０
２４
２９
５９
３３５
４６
８
１５
０

受験者
１３９
２０
５１４
２５４
３０
０
０
９６
９
２４８
１１６
１５
１
０
５１
５
４６５
１９５
２８
０
０
３６
３０
５９
７０９
１６９
２１
２６
０

志願者
１３９
２０
５１６
２５４
３０
０
０
９６
９
２４８
１１６
１５
１
０
５１
５
４６７
１９５
２８
０
０
３６
３０
５９
７０９
１６９
２１
２６
０

募集人員
６７

２０以内
１００
１０
３

若干名
若干名
３４

９以内
５０
５
２

若干名
若干名
３０

５以内
５５
７
３

若干名
若干名
１５

３０以内
５０
７５
７
３
１０

若干名

区分
公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

公 募 制
併 設 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

公 募 制
併 設 校
指 定 校

一 般
大学入試センター試験利用（前期）
大学入試センター試験利用（後期）

外国人留学生
帰国子女

推 薦

推 薦

推 薦

推 薦

専攻

－

幼 児
発達学
専 攻

児 童
発達学
専 攻

－

学部・学科

栄養科学部
栄養科学科

人間発達学部
人間発達学科

流通科学部
流通科学科

心のドアの向こうに １

人間発達学部教授
教育学博士 柳 治男

「癒す」という言葉がよく使わ
れる。「癒す」からには「心が傷
ついている」はずだが、現代は誰
もが気軽に「傷つき」気軽に「癒
される」時代らしい。「癒される」
を連発する若者たちをメディアや
社会が後押しして、操作された「癒
し」ブームを作り上げる。言葉の
意味が軽くなってしまった。
いじめ問題についても、同じよ
うな言葉の形骸化が見られる。も
ともといじめは悪者をつきとめれ
ばそれで終わりといった問題では
ないのに、「教師が悪い」「親が悪
い」「子どもが悪い」と悪者探し
に懸命になる。「いじめをなくそ
う」というイメージだけが一人歩
きして、それをマスコミが煽る。
問題の本質は、「学校という場」
そのものにある。学校教育が成立
した目的は「読み書き計算をいか
に効率的にたくさんの国民に施す
か」だった。そして「勉強を教え
るのに都合のいい単位」だった学
級が「生活のすべてをつかさどる
共同体」に変質してしまったこと
が問題なのだ。共同体に属せなく
なるという恐怖感が、いじめ問題
の根底にある。
この厳しい学校教育の現場に巣
立っていく学生たちに志望理由を
聞くと「子どもが好きだから」と
ほぼ全員が答えるから心配になる。
「子どもが好き」な教師が、「素
直な子」や「協力的な親」にだけ
かかわってすむならそれでよい。
しかし教師は、「憎たらしい子」
や「文句ばかりいう親」も相手に
せねばならない。何度も「傷つく」
思いをしなければならないのだ。
いちいち「癒されたい」などといっ
ておればすむような生やさしい仕
事ではないことを、十分覚悟して
おく必要があるだろう。４年間の
在学中にやれることは限られてい
るが、「厳しい仕事に就くのだ」
という自覚をもって学生生活を
送ってほしいものである。
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EVENT　  NEWS
中村学園のホットな情報を�

お届けします。

&

石田英夫 教授

古
賀
公
治
教
授

大
関
敏
明
教
授

1/30

人
間
発
達
学
科

講
演
会

人
間
発
達
学
科
３
年
生
を
対
象
と
し
た

学
科
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
１８
年

度
は
、
小
林
寛
道
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）
を
招
い
て
「
子
ど
も
の
体
力
の
発
達

と
運
動
」を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
が
行
わ

れ
た
。
文
部
科
学
省
の
新
体
力
テ
ス
ト
方

法
の
開
発
に
携
わ
っ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
中
で
も
身
体
深
部
の
筋
肉
を
動
か
す

よ
う
な
全
身
運
動
が
、
脳
の
活
動
を
活
発

化
さ
せ
る
と
い
う
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
（
近
赤
外
分

光
法
）
を
用
い
た
最
新
の
研
究
成
果
も
披

露
。
運
動
が
体
力
だ
け
で
な

く
脳
の
発
達
に
も
重
要
で
あ

る
こ
と
が
学
生
に
も
理
解
さ

れ
た
。
質
疑
応
答
も
活
発
で
、

有
意
義
な
講
演
と
な
っ
た
。

平
成
１８
年
度

最
終
講
義

平
成
１９
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
を

迎
え
ら
れ
、
ご
退
職
さ
れ
た
先
生
方
の
最

終
講
義
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
た
。

平
成
１９
年
１
月
１６
日

大
学
流
通
科
学
部

石
田

英
夫
教
授

「
起
業
家
・
組
織
改
革
者
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
」

大
学
流
通
科
学
部

古
賀

公
治
教
授

「
わ
た
し
の
進
路
の
決
め
方
」

平
成
１９
年
１
月
２５
日

短
期
大
学
部
幼
児
保
育
科

大
関

敏
明
教
授

「
思
い
出
と
課
題
」

２
・
３
月
海
外
研
修

２
〜
３
月
に
か
け
て
、
本
学
の
海
外
研

修
が
行
わ
れ
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
リ
ー
ワ
ー

ド
校
へ
１３
名
（
流
通
科
学
部
・
食
物
栄
養

科
・
家
政
経
済
科
）、ロ
ン
ド
ン
大
学
へ
５３

名
（
流
通
科
学
部
・
家
政
経
済
科
）、メ
ル

ボ
ル
ン
大
学
に
は
３１
名
（
栄
養
科
学
部
・

人
間
発
達
学
部
）
の
学
生
が
参
加
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
現
地
大
学
等
で
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

準
備
。
生
き
た
英
語
や
異
文
化
に
触
れ
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

3/23

学
位
記
授
与
式

３
月
２３
日
、

平
成
１８
年
度
大

学
院
・
大
学
・

短
期
大
学
部
合

同
学
位
記
授
与

式
が
本
学
体
育

館
に
て
行
わ
れ

た
。
卒
業
生
数

は
、
大
学
院
栄

養
科
学
研
究
科（
博
士
前
期
課
程
）７
名
・

（
博
士
後
期
課
程
）
２
名
・
流
通
科
学
研

究
科
（
修
士
課
程
）
１３
名
・
人
間
発
達
学

研
究
科
（
修
士
課
程
）
７
名
、
大
学
家
政

学
部
２
名
、
栄
養
科
学
部
２
３
３
名
・
人

間
発
達
学
部
１
８
５
名
・
流
通
科
学
部

２
１
５
名
、
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
科

１
５
４
名
・
家
政
経
済
科
１
７
７
名
・
幼

児
教
育
科
１
名
・
幼
児
保
育
科
２
３
１
名

の
以
上
１
２
２
７
名
。

ス
ク
ー
ル
ア
ル
バ
ム

大
賞
受
賞

２
０
０
６
年
度
ス
ク
ー
ル
ア
ル
バ
ム
コ

ン
テ
ス
ト
大
学
の
部
に
お
い
て
、
井
上
写

真
館
が
制
作
し
た
中
村
学
園
大
学
短
期
大

学
部
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
見
事
、
大
賞
を

受
賞
し
た
。
ス

ク
ー
ル
ア
ル
バ

ム
コ
ン
テ
ス
ト

と
は
、
美
し
い

ア
ル
バ
ム
、
高

度
な
内
容
の
あ

る
ア
ル
バ
ム
、

優
れ
た
印
刷
表

現
の
ア
ル
バ
ム

作
り
を
目
標
と
し
た
全
国
唯
一
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
中
で
も
本
学
の
ア
ル
バ
ム
が
特

に
内
容
に
優
れ
、
調
和
の
と
れ
た
ア
ル
バ

ム
と
評
価
さ
れ
受
賞
し
た
。

3/23

西
日
本
初
、

栄
養
科
学
研
究
科

栄
養
科
学
専
攻
で

博
士
号
を
取
得
！

３
月
２３
日
、
西
日
本
初
と
な
る
栄
養
科

学
研
究
科
栄
養
科
学
専
攻
に
よ
る
博
士
号

の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
本
学
に
博
士
後

期
課
程
が
設
け
ら
れ
た
の
は
平
成
１６
年
度
。

今
回
、
そ
の
第
１
期
生
と
し
て
博
士
号
を

取
得
し
た
の
が
太
田
千
穂
さ
ん（
写
真
右

か
ら
２
人
目
）
と
尾
崎
加
奈
さ
ん（
写
真

左
か
ら
２
人
目
）。
太
田
さ
ん
は
本
学
で

助
手
を
勤
め
た
後
、
博
士
後
期
課
程
に
進

学
。
環
境
汚
染
物
質
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
代
謝
に

関
す
る
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。「
４

月
か
ら
は
助
教
と
し
て
、
講
義
を
２
コ
マ

担
当
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
村
学
園
大

学
で
学
生
の
教
育
と
研
究
に
励
ん
で
い
き

た
い
」
と
太
田
さ
ん
。
尾
崎
さ
ん
は
博
士

号
を
取
る
た
め
に
他
大
学
か
ら
本
学
に
進

学
。
研
究
内
容
は
シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
の
果

汁
の
識
別
法
。「
博
士
後
期
課
程
で
は
、

ひ
た
す
ら
自
分
の
研
究
に
励
み
な
が
ら
、

学
会
へ
も
参
加
し
多
く
の
現
場
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
４
月
か
ら

は
長
崎
国
際
大

学
の
助
手
と
し

て
、
管
理
栄
養

士
の
助
け
に
な

れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」。

研
究
者
と
し

て
新
し
い
道
を
踏
み
出
し
た
２
人
に
「
こ

れ
か
ら
が
研
究
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
中
村

学
園
の
博
士
号
第
１
号
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
栄
養
科
学
研
究
科
長
の

太
田
英
明
教
授（
写
真
一
番
左
）と
指
導
教

官
の
古
賀
信
幸
教
授（
写
真
一
番
右
）か
ら

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

4/4

入
学
式

４
月
４
日
に

平
成
１９
年
度
大

学
院
・
大
学
・

短
期
大
学
部
合

同
の
入
学
式
が

行
わ
れ
た
。
入

学
生
数
は
、
大

学
院
栄
養
科
学

研
究
科
（
博
士

前
期
課
程
）
１０
名
・（
博
士
後
期
課
程
）

６
名
、
流
通
科
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）

９
名
、人
間
発
達
学
研
究
科（
修
士
課
程
）

２
名
、
大
学
栄
養
科
学
部
２
２
５
名
、
人

間
発
達
学
部
２
１
９
名
、
流
通
科
学
部

２
４
５
名
、
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科

１
５
９
名
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
１
９
４

名
、
幼
児
保
育
学
科
２
１
６
名
。

「
流
通
科
学
研
究
所
報
」

創
刊
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

平
成
１８
年
度
か
ら
開
設
し
た
流
通
科
学

研
究
室
は
、
２０
年
度
か
ら
流
通
科
学
研
究

所
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、

機
関
紙
は
初
め
か
ら
「
中
村
学
園
大
学

流
通
科
学
研
究
所
報
」
と
し
て
刊
行
す
る

こ
と
に
し
た
。

流
通
科
学
部
は
、
平
成
１２
年
４
月
に
、

経
営
学
、
会
計
学
に
精
通
し
た
流
通
分
野
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学
／
生
／
表
／
彰

教
／
員
／
表
／
彰

三成由美 教授

受
託
研
究
・
研
究
助
成
等

採
択
状
況

内山文昭 教授波平元辰 教授

で
活
躍
で
き
る

プ
ロ
の
人
材
育

成
を
目
指
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。

学
部
の
完
成
後
、

大
学
院
修
士
課
程
を
設
置
し
て
順
調
に
教

育
の
実
を
挙
げ
て
き
た
。
教
育
・
研
究
の

質
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
前
の
基
礎
的

な
研
究
の
蓄
積
、
学
際
的
研
究
の
推
進
、

幅
広
い
デ
ー
タ
の
集
積
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
大
学
は
社
会
貢
献
を
図
る
使
命
を

も
っ
て
い
る
。
流
通
科
学
部
が
担
っ
て
い

る
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
目
的
と
し
て
開

設
さ
れ
た
の
が
流
通
科
学
研
究
室（
所
）で

あ
る
。「
研
究
所
報
」
は
研
究
室（
所
）１

年
間
の
活
動
報
告
で
あ
り
、
今
後
は
研
究

所
で
蒐
集
し
た
統
計
資
料
の
解
題
、
外
国

の
流
通
研
究
動
向
の
紹
介
、
文
献
紹
介
、

外
国
と
の
共
同
研
究
報
告
な
ど
も
適
宜
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
研
究
室（
所
）で
は
、
流
通
科
学
に
関

す
る
幅
広
い
専
門
性
を
も
っ
た
教
員
ス

タ
ッ
フ
を
集
め
、
西
日
本
に
お
け
る
研
究

の
中
核
を
形
成
し
、
高
レ
ベ
ル
の
研
究
成

果
を
上
げ
、
未
開
拓
分
野
の
調
査
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
実
績
を
蓄
積
し
て
、
学

部
学
生
及
び
大
学
院
の
教
育
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
流
通
科
学
部
、

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
、
そ
し
て
こ
の

流
通
科
学
研
究
室
（
平
成
２０
年
度
か
ら
は

流
通
科
学
研
究
所
）
の
３
つ
の
組
織
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
本
学
の
教
育
研
究
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
中
村
学
園
大
学

流
通
科
学
研
究

所
報
」
が
号
を
重
ね
る
ご
と
に
、
内
容
を

充
実
さ
せ
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
研
究
所
活
動
の
指
標
と
し

た
い
。流

通
科
学
研
究
室
長

西
岡

弘
晃

「
食
物
栄
養
科
の
あ
ゆ
み
」

第
３
号
発
刊

平
成
１８
年
１１

月
に
「
食
物
栄

養
科
の
あ
ゆ

み
」
第
３
号
が

発
刊
さ
れ
た
。

こ
の
冊
子
は
、
平
成
１７
年
度
の
短
期
大
学

部
食
物
栄
養
科
の
活
動
報
告
書
と
し
て
、

Ｆ
Ｄ
の
推
進
を
は
じ
め
各
種
活
動
の
取
り

組
み
を
記
録
し
、
こ
れ
を
基
と
し
て
さ
ら

な
る
Ｆ
Ｄ
の
推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
は
学

科
の
将
来
目
標
検
討
の
資
料
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
第
１
部
を
学
科
の

あ
ゆ
み
と
し
、
入
学
試
験
の
状
況
、
学
科

内
Ｆ
Ｄ
推
進
の
取
り
組
み
、
教
育
の
充

実
・
高
度
化
へ
の
取
り
組
み
、
就
職
支
援

活
動
な
ど
、
学
科
の
日
常
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ま
と
め
、
第
２
部
は
、
学
科
教
員

（
助
手
・
副
手
を
含
む
）
の
研
究
活
動
お

よ
び
社
会
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
ま
と

め
て
い
る
。

（
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科

教
授

橋
本
俊
二
郎
）

平
成
１８
年
度

総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者
表
彰

「
中
村
ハ
ル
育
英
奨
学
基
金
規
程
」
に

よ
る
、
平
成
１８
年
度
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
優
秀
者

表
彰
が
左
記
の
と
お
り
決
定
し
た
。
表
彰

者
に
は
、
卒
業
式
当
日
、
表
彰
状
と
純
金

製
の
メ
ダ
ル
を
配
し
た
盾
が
手
渡
さ
れ
た
。

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

黒
田

涼
子

人
間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

児
童
発
達
学
専
攻

山
下

久
美

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科

陳

琳
琳

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

日
野

雅
子

家
政
経
済
科

一
木

菜
央

幼
児
保
育
科

石
塚

智
代

※
総
合
Ｇ
Ｐ
Ａ
と
は
…
…
本
学
は
、
教
育
改
革
の

一
環
と
し
て
、
学
生
の
学
業
成
績
に
Ｇ
Ｐ
（
グ
レ

イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
）
制
を
導
入
し
て
い
る
。
学
生

の
成
績
は
、
優
・
良
・
可
・
不
可
と
し
て
評
価
さ

れ
る
が
、
こ
の
評
価
を
優（
特
優
４
点
・
優
３
点
）・

良
２
点
・
可
１
点
・
不
可
０
点
に
点
数
化
し
て
Ｇ

Ｐ
と
し
、
履
修
登
録
科
目
の
Ｇ
Ｐ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
の
単
位
数
を
乗
じ
た
値
の
合
計
を
、
全
履
修

登
録
科
目
の
合
計
単
位
数
で
除
し
て
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
グ

レ
イ
ド
・
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ベ
レ
イ
ジ
）
を
算
出
す

る
。
こ
の
数
値
で
、
１
単
位
当
た
り
ど
れ
だ
け
高

い
学
習
効
果
を
あ
げ
た
か
が
評
価
で
き
る
。

平
成
１８
年
度
卒
業
学
生

表
彰
者

各
養
成
課
程
を
優
れ
た
成
績
で
卒
業
す

る
学
生
を
各
種
団
体
が
表
彰
し
て
い
る
が
、

平
成
１８
年
度
は
左
記
の
と
お
り
決
定
し
た
。

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

藤
原
ひ
と
み

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

山
部

由
樹

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
会
長
表
彰

大
学人

間
発
達
学
部
人
間
発
達
学
科

幼
児
発
達
学
専
攻

牛
島

多
恵

短
期
大
学
部

幼
児
保
育
科

熊
本
千
紗
子

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
会
長
表
彰

大
学栄

養
科
学
部
栄
養
科
学
科

新
山

真
由

短
期
大
学
部

食
物
栄
養
科

久
保

春
奈

社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

三
成
由
美
教
授（
大
学
・
栄
養
科
学
部
）

平
成
１８
年

１１
月
、
三
成

由
美
教
授

（
大
学
栄
養

科
学
部
）
が
、

社
団
法
人
全

国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会
会
長
か
ら
表
彰

を
受
け
た
。
こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た

り
栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
養
成
施
設
に
お

い
て
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
教
員
に
対
し
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。

社
団
法
人
全
国
保
育
士

養
成
協
議
会
会
長
表
彰

島
内
博
行
教
授（
大
学
・
人
間
発
達
学
部
）

大
関
敏
明
元
教
授（
短
期
大
学
部
・
幼
児

保
育
科
）

平
成
１９
年
２
月
、
島
内
博
行
教
授
（
大

学
人
間
発
達
学
部
）
と
大
関
敏
明
元
教
授

（
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
科
、
本
年
３
月

末
退
職
）
が
、
社
団
法
人
全
国
保
育
士
養

成
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
こ

の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
保
育
士
養
成

施
設
に
お
い

て
教
育
に
尽

力
さ
れ
、
多

大
な
貢
献
を

さ
れ
た
教
員

に
対
し
て
贈

ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
創
薬
の
蛋
白
質
を
標
的
と
す
る
ペ

プ
チ
ド
リ
ガ
ン
ド
の
創
製
技
術
の
開
発

〈
研
究
代
表
者
〉
内
山

文
昭

教
授

（
薬
膳
科
学
研
究
所
長
）

〈
研
究
者
〉
千
原

智
美

臨
時
副
手

（
薬
膳
科
学
研
究
所
）

毛
利
彩
恵
子

大
学
院
生

（
栄
養
科
学
研
究
科
）

交
付
団
体
／
独
立
行
政
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構

交
付
金
名
称
／
平
成
１８
年
度
実
用
化
の

た
め
の
実
証
試
験

交
付
金
額
／
４
、０
０
０
、０
０
０
円

雲
南
か
ら
日
本
へ
の
「
稲
の
道
」

〈
研
究
者
〉
波
平

元
辰

教
授

（
栄
養
科
学
部
）

交
付
団
体
／
九
州
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
協
会

交
付
金
名
称
／
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
術
調
査
費

交
付
金
額
／
１
０
０
、０
０
０
円

「
稲
の
ル
ー
ツ
は
雲
南
で
あ
る
」
と
い
わ

れ
て
き
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
揚
子
江

の
中
・
下
流
域
の
遺
跡
か
ら
雲
南
よ
り
遥

か
に
古
い
稲
が
発
見
さ
れ
、
今
後
稲
の

ル
ー
ツ
争
い
は
賑
や
か
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
思
う
。
し
か
し
雲
南
省
の
村
々
の
市

場
を
見
て
歩
く
と
米
の
種
類
の
多
さ
に
は
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教員の�
出版物�

教
職
員
の
動
き

驚
く
ほ
ど
で
、「
米
所
雲
南
」
の
地
位
は

揺
る
ぎ
そ
う
も
な
い
。

今
回
は
雲
南
省
か
ら
揚
子
江
の
中
、
下

流
域
を
訪
ね
、
我
国
へ
到
る
「
稲
の
道
」

を
辿
る
と
と
も
に
、
当
時
中
国
で
は
い
か

な
る
社
会
の
変
化
が
あ
り
、
稲
が
海
を
渡

る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
も
調
査
す

る
。

平
成
１９
年
度
役
職
者

学

長（
大
学
・
短
期
大
学
部
）

藤
本

淳

学
長
補
佐（
教
務
・
学
事
担
当
）

西
岡

弘
晃

学
長
補
佐（
学
生
・
就
職
担
当
）

城
田

知
子

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
長

太
田

英
明

大
学
院
人
間
発
達
学
研
究
科
長

山
田

達
雄

大
学
院
流
通
科
学
研
究
科
長

佐
原

寛
二

栄
養
科
学
部
長（
大
学
）

坂
田

利
家

栄
養
科
学
部
長
補
佐（
大
学
）

山
根

一
文

人
間
発
達
学
部
長（
大
学
）

古
賀

範
雄

人
間
発
達
学
部
長
補
佐（
大
学
）

相
良

康
弘

人
間
発
達
学
部
長
補
佐（
大
学
）

古
相

正
美

流
通
科
学
部
長（
大
学
）

西
岡

弘
晃

流
通
科
学
部
長
補
佐（
大
学
）

財
部

忠
夫

短
期
大
学
部
長

城
田

知
子

食
物
栄
養
学
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

小
田

隆
弘

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

清
水

誠

幼
児
保
育
学
科
主
任（
短
期
大
学
部
）

久
富
さ
よ
子

図
書
館
長

吉
岡

慶
子

薬
膳
科
学
研
究
所
長

内
山

文
昭

大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
長

井
上

寛
七

大
学
付
属
壱
岐
幼
稚
園
長

松
尾

智
則

採
用
人
事
（
平
成
１９
年
４
月
１
日
付
）

教
授（
大
学
栄
養
科
学
部
）

中
野

修
治

助
教（
大
学
栄
養
科
学
部
）

太
田

千
穂

助
教（
大
学
栄
養
科
学
部
）

古
賀
里
利
子

常
勤
助
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

時
藤

亜
衣

常
勤
助
手（
大
学
栄
養
科
学
部
）

西
山

敦
子

講
師（
薬
膳
科
学
研
究
所
）

治
京

玉
記

准
教
授（
大
学
人
間
発
達
学
部
）

中
野

秀
雄

准
教
授（
大
学
人
間
発
達
学
部
）

平
田

繁

常
勤
助
手（
大
学
人
間
発
達
学
部
）

永
本

弘
子

准
教
授（
大
学
流
通
科
学
部
）

水
島
多
美
也

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

徳
永

美
紀

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

中
村

志
保

講
師（
大
学
流
通
科
学
部
）

明
神

実
枝

常
勤
副
手（
大
学
流
通
科
学
部
）

井
手
亜
希
子

講
師（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

津
田

晶
子

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

古
藤

真
梨

常
勤
副
手（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
）

米
元
な
お
み

准
教
授（
短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）

手
嶋

康
則

准
教
授（
短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
）

日
野

修
造

教
授（
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科
）

相
浦

眞
一

講
師（
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科
）

荻
野
千
砂
子

講
師（
短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科
）

橋
本

弘
治

庶
務
課
課
員

佐
藤

啓
介

経
理
課
課
員

樋
口

奈
美

学
事
課
課
員

森

光
世

学
生
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
嘱
託
）

金
城

志
麻

昇
格
・
昇
任
・
配
置
換
え
等
人
事

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
付
）

◎
昇
格
・
昇
任
人
事

講
師（
大
学
）

音
成

陽
子（
大
学
併
任
講
師
）

常
勤
助
手（
大
学
）
山
中

寛
子（
大
学
常
勤
副
手
）

常
勤
助
手（
大
学
）
坂
本

健
成（
大
学
常
勤
副
手
）

教
授（
短
期
大
学
部
）
松
尾

智
則

（
短
期
大
学
部

助
教
授
）

准
教
授（
短
期
大
学
部
）
岩
田

京
子

（
短
期
大
学
部

講
師
）

助
手（
短
期
大
学
部
）
小
久
保
美
代
子

（
短
期
大
学
部

副
手
）

助
手（
短
期
大
学
部
）
花
隈

悦
子

（
短
期
大
学
部

副
手
）

助
手（
短
期
大
学
部
）
蕗
谷

千
佳

（
短
期
大
学
部

副
手
）

法
人
本
部
財
務
部
長

中
川

幸
広

（
法
人
本
部
財
務
部
次
長
）

入
試
課
課
長

小
川

康
生

（
学
事
課
課
長
補
佐
）

◎
常
勤
教
職
員
か
ら
専
任
教
職
員
へ
の
人
事

助
手（
大
学
）

加
藤

悠（
大
学
常
勤
助
手
）

助
手（
大
学
）

宮
�

瞳（
大
学
常
勤
助
手
）

学
生
課
課
員

金

成
淑

（
学
生
課
常
勤
事
務
職
員
）

幼
稚
園
教
諭（
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
）

中
村
麻
衣
（
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
常
勤
講
師
）

◎
助
教
人
事

助
教（
大
学
）

竹
嶋
美
夏
子（
大
学
併
任
講
師
）

助
教（
大
学
）

大
和

孝
子（
大
学
併
任
講
師
）

助
教（
大
学
）

吉
松

遊
佳（
大
学
併
任
講
師
）

助
教（
短
期
大
学
部
）
内
田

和
宏

（
短
期
大
学
部
併
任
講
師
）

助
教（
短
期
大
学
部
）
古
田

宗
宜

（
短
期
大
学
部
併
任
講
師
）

助
教（
短
期
大
学
部
）
松
隈

美
紀

（
短
期
大
学
部
併
任
講
師
）

助
教（
短
期
大
学
部
）
松
園

聡
美

（
短
期
大
学
部
併
任
講
師
）

◎
配
置
換
え
人
事

教
授（
大
学
）

新

茂
則（
短
期
大
学
部
教
授
）

教
務
課
係
長

大
川

貴
光（
就
職
課
係
長
）

入
試
課
係
長

緒
方

圭
子（
学
事
課
係
長
）

入
試
課
課
員

内
場

真
一（
教
務
課
課
員
）

学
事
課
係
長

芹
田

英
樹（
入
試
課
係
長
）

学
事
課
課
員

牛
島

誠（
庶
務
課
課
員
）

学
生
課
係
長

古
賀

博
昭（
入
試
課
係
長
）

就
職
課
課
員

川
田

育
実（
学
事
課
課
員
）

三
陽
中
学
校
・
高
校
校
長
補
佐
兼
事
務
長

上
森

啓
史（
入
試
課
課
長
）

三
陽
中
学
校
・
高
校
事
務
長
補
佐

塚
田

昭
人（
学
生
課
係
長
）

退
職
人
事
（
平
成
１９
年
３
月
３１
日
付
）

教
授（
大
学
）

石
田

英
夫

教
授（
大
学
）

笠
原

成
元

教
授（
大
学
）

古
賀

公
治

教
授（
大
学
）

福
浦

幾
巳

助
教
授（
大
学
）

中
尾

宏

助
教
授（
大
学
）

中
谷

安
男

講
師（
大
学
）

福
田

慎
司

併
任
講
師（
大
学
）

馬
場

良
子

併
任
講
師（
大
学
）

藤
田

美
鈴

助
手（
大
学
）

吉
川

暢
子

常
勤
副
手（
大
学
）

前
田

真
希

教
授（
短
期
大
学
部
）

大
関

敏
明

助
教
授（
短
期
大
学
部
）

宮
地

晃
輔

助
手（
短
期
大
学
部
）

境

敦
子

助
手（
短
期
大
学
部
）

林

裕
美

就
職
課
主
任
推
進
役

甲
斐

幸
一

著者は、本学教員のみ記載
（ ）内は出版社、発行年月

「日本」だけでは語れない美術
ルネッサンスから現代まで
本書の特長は、海外作家のルネッサンス

から現代まで、日本の古代から現代まで、幅
広く項目がリストアップされていることである。
「ミケランジェロ」や「レオナルドダヴィン
チ」から「シャガール」まで。日本でも「北斎」
から現代有力作家まで掲載。
この辞典には本学元教授の倉園昭雄氏

も掲載され、先年学園創立５０周年に本学
園へ寄贈された作品、花器「飛翔」の写真
と作品についての解説もされている。

世界芸術家辞典
（順天出版）

介紹籍書

◆「人体の構造と機能
および疾病の成り立ち」
青峰正裕共著

（大学・栄養科学部・教授）
（東京教学社／平成１９年１月）

◆「ケース・ブック�
ケース・メソッド入門」
石田英夫編著

（大学・流通科学部・元教授）
（本年３月末退職）

山田啓一共著
（大学・流通科学部・准教授）

藤川祐輔共著
（大学・流通科学部・准教授）

（慶應義塾大学出版会／平成１９年３月）

◆「マネジメント
基本辞典」

片山富弘共著
（大学・流通科学部・准教授）
（学文社／平成１９年３月）

◆「教えることを
ためらわない理科授業」
日�晃昭編著

（大学・人間発達学部・准教授）
（ぎょうせい／平成１９年２月）

◆「ケース・ブック�
挑戦する企業」

石田英夫編著
（大学・流通科学部・元教授）
（本年３月末退職）

山田啓一共著
（大学・流通科学部・准教授）

（慶應義塾大学出版会／平成１９年３月）
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短期大学部の学科設置および名称変更について�

キャリア開発学科は、主に企業等で活躍する社会人になるために必要な知識、

教養、技術、態度を学ぶ学科で、そのためのキャリアを積むことのできる人材を

育成します。なお、次のとおり学科の名称変更もいたしました。�

平成19年４月から、従来の短期大学部家政経済科は�

『キャリア開発学科』として生まれ変わりました。�

キャリア開発学科�

幼児保育学科�

食物栄養学科�旧：食物栄養科�

旧：幼児保育科�

旧：家政経済科�

詳細につきましてはホームページをぜひご覧ください。�

http://www.nakamura-u.ac. jp

中村学園大学トップページ�

検 索�

中村学園�

中村学園でクリック！�
⇒

編
集
◎
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
学
事
課

〒
８１４‐０１９８

福
岡
市
城
南
区
別
府
５‐７‐１

T
E
L．０９２‐８５１‐２５３１

ホ
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広報誌セロリの定期購読について
個人で定期購読をご希望の場合は、購読料（２年分）として郵便小為替１，２００円分と、

郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を書いた紙片を同封の上、学事課宛にお送りくだ
さい。なお、広報誌の発行は、年４回（４・７・１０・１月）となります。
［申込み先］
〒８１４－０１９８福岡市城南区別府５－７－１
中村学園大学 学事課「広報誌定期購読申込」係

キャリア開発学科をクリック！


